
多様な働き方推進事業 【糸魚川市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2,944 千円

交付金額 1,472 千円

事業番号 １

当市は、第二次産業が基幹産業であり、その就業者割合は35.7％
と新潟県内20市の平均28.4％を大きく上回っている。子育てや介護
を抱える女性が望む職種・働き方（事務系）と建設業・製造業の求
人というミスマッチが見られ、女性の就業率は新潟県内20市中最下
位の47.1％である。

国勢調査の結果による女性就業率について、第3次糸魚川市総合計
画にて設定した50.5％を目標に向上することを目的とする。
ワーカー登録数は、110人（卒業生含む）を目標とする中、80人

に達している。育児・介護・ダブルワーク中などの女性が、希望の
時間帯に就労できる環境を整えることで、多様な働き方の実現を目
指す。

・一般社団法人キャリアステージいといがわ
・糸魚川市ワーク・ライフ・バランス推進協議会
※構成団体：ハローワーク糸魚川、糸魚川雇用促進協議会、

ワーク・ライフ・バランス推進宣言事業所、
市内高等学校

・一般財団法人塩尻市振興公社
・テレワークによる自治体連携協働就労地域モデル（参画）

・ワーカー養成講座に４人の受講があり、全員就労を希望した。現在
48人が多様な働き方を求め、ワーカー登録をしている。

・養成講座の実施により、スキルの向上、資格取得などにも繋がった。
・各種講座や、業務（ＯＪＴ）を通じた経験に基づき、意識や技術が
高まり、市内企業への就職も進んでいる。

※ワーカーは随時募集する一方、市内企業・事業所への就職を促進し
ていることから、ワーカー数は増減する。

・人材（ワーカー）、仕事（安定的な業務）、環境（オフィスの設備
充実）の３本柱の良いバランスを保つことが重要。

・さらなる潜在的労働力の発掘、ワーカー養成、スキルアップ
・全体を統括するマネージャーの配置
・市内企業、事業所への多様な働き方の普及

・当市における「時間に捉われない柔軟な働き方」を推進するため、
就労環境を整備した。

・首都圏IT企業との友好関係が発生し、オフィス誘致につながった。
養成したワーカー30人以上が、同社に勤務。

・この流れをモデルとし、時間の制約や就労への不安があるうちは、
テレワークオフィスで就労（ＯＪＴ）し、将来的に市内企業・事業
所へ就職するためのスキルを身に付ける場と定義する。

・これまで連携してきた長野県塩尻市のほか、立科町と情報共有しな
がら、シェアワークを接点とする仕組みづくり・仕事づくりを検討
し、将来的な横展開を目指してきた。



事業の概要

糸魚川市における「時間に捉われない柔軟な働き方」を
推進するため、就労環境の整備を行った。

◎ワーカー養成講座の実施

・ワーカー登録に向けて、基礎的知識や技能、働くマインドを
向上させるための講習を実施
【基礎編】２月25日、26日
【応用編】３月10日、11日、17日、18日 参加8人

・登録後もスキルアップを目指し研修を提供（OJT）
・各種講座やOJTにより意識や技術が高まり、民間企業へ就職

◎SNS発信、イベント参加による事業周知
・ワーカー活動を日常的に発信中。事例紹介やワーカーの声を
掲載し、業務・活動実態をPRし「多様な働き方」を周知

◎新たな業務獲得に向けた営業活動
・首都圏民間企業への訪問やイベント協力など、業務獲得に向
けた事業周知及び営業活動を実施

・業務内容や情報管理環境など検討を重ね、業務受託を拡大
市内民間業者へも営業を重ね、業務受託・新規開拓を促進
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